
中
世
神
道
思
想
が
日
本
思
想
史
研
究
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
は
誰
も
が
認
め
て
お
り
、
一
九
七
七
年
に
は
日
本
思
想
大
系
の
一

冊
と
し
て
『
中
世
神
道
論
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
世

前
期
の
神
道
書
の
多
く
は
、
そ
の
成
立
過
程
す
ら
明
ら
か
で
な
く
、

内
容
の
検
討
も
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
両
部
神
道
（
真
言
神
道
）

の
代
表
的
な
害
と
さ
れ
る
『
麗
気
記
』
も
そ
の
一
つ
で
、
本
書
に
つ

い
て
研
究
し
、
思
想
史
的
な
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

『
麗
気
記
』
は
伊
勢
神
宮
丙
外
両
亘
の
歴
史
・
社
殿
・
神
宝
・

神
体
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
に
関
連
し
て
麗
気
灌

頂
と
い
う
密
教
的
な
伝
授
も
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
は
『
日

本
書
紀
』
や
『
神
道
五
部
書
』
を
基
に
し
た
部
分
が
あ
る
も
の
の
、

す
べ
て
の
巻
に
密
教
的
解
釈
が
盛
り
込
ま
れ
、
非
常
に
難
解
で
あ
る
。

［
平
成
十
二
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
特
別
掲
載
・
『
麗
気
記
』
に
み
る
中
世

『
麗
気
記
』
に
み
る
中
世
Ｉ
神
道
思
想
研
究
の
新
た
ま
る
視
座
を
求
必
て
Ｉ

す
で
に
『
弘
法
大
師
全
集
』
と
『
神
道
大
系
』
貢
言
神
道
・
上
）
に

活
字
化
さ
れ
、
『
日
本
思
想
大
系
』
（
中
世
神
道
論
）
に
「
天
地
麗
気
記
」

の
み
書
下
し
文
と
注
釈
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら

で
は
正
確
な
『
麗
気
記
』
像
を
描
く
に
十
分
と
い
え
ず
、
依
然
、
ご

く
一
部
の
研
究
者
が
部
分
的
に
引
用
・
考
察
す
る
に
留
ま
り
、
多
く

の
人
々
か
ら
敬
遠
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
況
を
憂
え
て
、
私
た
ち
は
一
九
九
四
年
に
「
神
仏

習
合
研
究
会
」
を
結
成
し
、
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
か
ら
助
成

金
を
得
て
、
『
麗
気
記
』
の
読
解
を
試
み
は
じ
め
た
。
そ
の
主
要
目

的
は
、
『
麗
気
記
』
を
理
解
・
解
説
す
る
こ
と
に
あ
り
、
書
下
し
文

と
語
注
を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
全
文
を
現
代
語
訳
し
て
、
必
ず
し

も
中
世
神
道
史
研
究
を
専
門
と
し
な
い
人
々
に
も
読
ん
で
も
ら
お
う

三
橋
正
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本
パ
ネ
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
会
で
行
な
っ
て
き
た
成
果
の
一

部
を
示
し
な
が
ら
、
『
麗
気
記
』
の
構
成
・
言
説
・
図
像
・
註
釈
な

ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
発
表
し
、
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に

な
る
中
世
神
道
思
想
の
発
生
と
展
開
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と

田
凹
丙
ノ
０

語
訳
麗
気
記
Ｉ
』
法
蔵
館
）
。

と
し
た
。
ま
た
、
既
刊
の
活
字
本
に
不
備
が
多
く
、
必
然
的
に
諸
本

の
調
査
と
校
合
を
進
め
て
校
本
を
作
成
し
、
更
に
従
来
に
は
な
い
諸

本
の
ョ
ミ
（
ル
ビ
）
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
前
半
の
作
業
を
終
了
し
、
二
○
○
一
年
八
月
の
刊
行
へ
と
結
び
つ

け
た
（
大
正
大
学
綜
合
佛
教
研
究
所
神
仏
習
合
研
究
会
編
『
校
註
解
説
・
現
代

（
大
正
大
学
非
常
勤
講
師
）
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